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３.交通空白地域に関する取組みについて 
 

２．河原田地区での実証事業（市街化区域）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和６年度実証事業の実施概要＞ 

 

実施方法 AI活用型乗合デマンド交通 

運行期間 １１月１５日～２月７日の５５日間 

運行時間 ６時３０分～２０時  

運行日 月曜日～金曜日 ※祝日と年末年始は運休 

車両台数 ワンボックスカー１台  

予約方法 アプリ、電話 

運賃 ・１乗車３００円～４００円（ゾーン制を採用） 

・小学生・障害者、介助者（１名まで）は半額、未就学児無料 

・乗換割引の適用（「イオンタウン四日市泊」または「内部駅」と、路線バ

ス等に乗り継いで「日永カヨー」、「三重県立総合医療センター」を行き

来する場合、上記運賃を半額） 

乗降場 地区内及び隣接地区の商業施設や駅、住宅地等の１９ヶ所に設置。 

（右図のとおり） 

 

 

  〇運行範囲及び乗降場所一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・定時定路線型のバスとデマンド型乗合サービスの特性の比較及び地元からの意見を踏ま 

え、AI活用型乗合デマンド交通での実証事業の概要案等について説明。 

 

                    

〈実証事業に際しての主な意見〉 

・新しい交通の導入によって、既存の公共交通に影響が出ないようにして欲しい。 

・少人数の輸送手段であるデマンド交通で多くの人を輸送しようとすると、かなりの台数を

要するが、人材確保が難しい状況で、デマンド交通に多くの人材を割けないので、その点

を留意されたい。 

・運転の担い手が減っていくなかで、既存の公共交通だけでなくデマンドのような新しい交

通も含めて、必要最小限の人員による効率的な運行を考えていくことが必要である。 

これまでの協議会の振り返り 
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〇令和６年度実証事業の実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）稼働時間のうち２予約以上で２人以上乗車している乗合時間の割合 

 

 

  時間帯別乗客数及びミーティングポイント別乗降回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

９時台から１１時台の利用者割合が最も多く、全体の 35％を占めた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

乗車地、降車地ともにイオンタウン四日市泊の利用が最も多かった。 

〇アンケート調査の実施について 

令和６年度実証事業後、令和７年度に向けた課題抽出のためのアンケート調査を実施。AI

デマンドを「利用した人」と「利用しなかった人」それぞれを対象に調査を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用登録者数 ２６７人 

延べ利用者数(１日あたりの利用者数) ３９２人（７．１人） 

乗継割引の利用者数 １９人 

稼働率 ７％ 

乗合率（※） １０％ 

５名以上の乗車発生率 ６％ 

予約方法の利用率 アプリ：５８％、電話：４２％ 

年代別利用者割合 

10代未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 不明 

5％ 7％ 1％ 7％ 11％ 8％ 14％ 25％ 19％ 2％ 1％ 

乗
客
者
数
（
人
） 

60歳以上の利用者が 60％を占めた。 
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〇令和６年度「のり愛みかん号」実証実験に関するアンケート結果 

のり愛みかん号を利用された方 （回答者数：６５名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆利用された方のお住まい ☆利用された方の年齢 ☆利用満足度

☆アプリ予約について ☆電話予約について ☆良かった点 ☆悪かった点

☆乗継割引について ☆令和７年度利用頻度見込み

☆利用者の感想や改善点（自由記述より一部抜粋）

☆みかん号以外の移動手段 ☆利用目的

〇高齢者の方が登録が大変で、諦める方がいたので、その点を改善してほしい。土日祝日の運行をしてほしい。値段を下げてほしい。鈴鹿

方面も行ってほしい（オークワ）【40、50歳代】

〇自宅から停留所までが遠い。各停留所を増やして頂きたい。鈴鹿方面まで運転してほしい（オークワに買い物に行きたい）【70歳代】

〇公共交通機関としての運行範囲が狭すぎる。せめて、近鉄四日市駅、県立総合医療センターあたりまでは地区外の行先として設定してい

ないと利用価値が下がる。また、鈴鹿市のオークワなど河原田地区住民の生活圏を考慮した運行範囲になると利用しやすくなると思う。そ

の意味では、県道四日市鈴鹿線の自転車走行が危険なので、自転車通勤・通学、特に通学に使うルートを意識した運行範囲を設定してほし

い。【60歳代】

〇土日の運行がない。運行範囲が狭い、せめてカヨー、医療センター位まで。バスの乗り継ぎが面倒、時間ロス。乗降場所⑧⑩等、夏冬

（雨風、天候の影響大）【70歳代】

〇今回乗車させて頂きましたが、今後、利用があるかと言われると利用しないと思います。今はまだ自分で運転できるので…。ですが運転

しないとなると、①目的地まで路線がない②運賃が高い③停留所が少ないといった点が今後良くなると利用する側としてはありがたいで

す。【40、50歳代】

〇１～２時間に１本の定期便にしてほしい。予約制なら簡単にできるように。病院等、主な所は乗り替えなしで行けるようにしてほしい。

範囲をひろげてほしい（日永カヨーも対象に、できれば近鉄四日市まで）。良かった点はゆったり乗れた。私が乗ったときは既に到着して

待ってくれていた。【60歳代】
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路線バスと比べて乗車時間が短い

運行時間が適切

他の公共交通が利用しやすくなった

家族の送迎回数が減った

外出機会の増加に繋がった

その他
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支払い方法が少ない

乗車定員が少ない

運行開始時間が遅い

運行終了時間が早い

その他

「大変満足」「少し満足」と回答し

た方が60％となり、「少し不満」

「大変不満」と回答した方の割合

（18％）を大きく上回りました。
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自転車

徒歩

家族等の送迎

ささえ愛ステーションかわらだ

その他

60歳以上の方

が74％を占め

ました。

アプリ予約が難

しいと答えた方

は全体の約10％

でした。

回答者の約60％

がアプリで予約

をしていること

が分かりました。

回答者のうち77％の

方が令和7年度も月に

１回以上の利用を見

込んでいます。

59％の回答者が乗継割

引を利用していないこ

とが分かりました。

買い物をはじめ、

様々な用途にご利

用いただきました。
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のり愛みかん号を利用されなかった方 （回答者数：７２１名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆利用されなかった方の年齢 ☆認知度 ☆利用しない理由 ☆現在の移動手段

☆利用しない理由

☆年代別の認知度

10歳代以下 20、30歳代 40、50歳代 60歳代

☆未利用者の感想や改善点（自由記述より一部抜粋）

70歳代 80歳代 90歳代以上

☆認知方法

〇今は自分で車を運転できるのですが、今後の事を考えると「のり愛みかん号」のサービスが必要になると思います。その時は、利用料金

を１００円、２００円と安くなるとありがたいです。貝塚の小学生の人数が今は４人と少なく、毎日、車で送って行ってます。子供達を朝

だけ、学校まで送るバスがあると助かります。出来ましたら無料が良いのですが．．．。お願いします。【60歳代】

〇南方向はオークワまで、北方向へはイオンまでではなく医療センター、カヨーまでは行ってほしい。ただ、運転できる間は、どうしても

自家用車にたよってしまう。申し訳ない。【70歳代】

〇土日の運行があると便利だと思います。【20、30歳代】

〇事前予約だと人件費、ガソリン代の削減になるのは重々承知ですが、今までの路線バスのように時刻表を作り、乗者がその時間に合わせ

る方が分かりやすいかなと思います。本数を少なくして時刻表を作るのはいかがでしょうか。（曜日、時間等）【20、30歳代】

〇高木病院・オークワは都度利用していますので片道10分もかからず買い物等便利なので鈴鹿市ですが運行して下さい。現在車で利用して

いますが乗れなくなった時大変便利になり助かりますのでお願いいたします。【70歳代】

〇自分で車を運転するので利用したいと思うことはありません。でもこの先運転が不安になった時に「のり愛みかん号」のようなものが

あったら助かると思います。自分で運転をすると思いついた時に、思いついた場所、あちらからこちらと好きな様に移動できるのでそこま

では無理でもそれに少しでも近い形で利用できたらよいのですが。【60歳代】

〇アプリなどの事前手続きが面倒。帰りの時間が分からない時、予約出来ない。気軽に予約出来るシステムなら利用したい。【70歳代】

〇乗降場を増やしてほしい（家の近くだと利用しやすい）。料金をもう少し安くしてほしい。子供（高校生）は利用させてもらいましたが

とても助かりました。今後もみかん号続けて頂きたいです。【40、50歳代】

〇利用方法→予約方法をわかりやすくする。乗降場所が複数あるとたすかる。【60歳代】

〇予約ではなく一日何回か運行してほしい。時間もきめてほしい。【70歳代】
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運行終了時間が早い

運賃が高い

支払方法が少ない

乗合運行だから

その他
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27

4

42

50

17
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市または地区の広報紙

パンフレット・ポスター

市ホームページ

利用説明会

口コミ

その他
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3
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バス

鉄道

タクシー

自動車

バイク

自転車

徒歩

その他

そもそも出かけない

自家用車で移動できる

ことが、みかん号を利

用しない最大の要因と

なりました。

30歳代以下の認知

度が低く、40歳台

以上の平均認知度

は約80％となりま

した。

52%

48%

知っている

知らない

17%

83%

知っている

知らない

72%

28%

知っている

知らない

82%

18%

知っている

知らない

79%

21%

知っている

知らない

91%

9%

知っている

知らない

71%

29%

知っている

知らない

広報紙によって広く認知されている

という結果となりました。

しかしながら、年代別の認知度を見

ると、広報紙だけでは若年層への周

知効果は十分とは言えず、若年層に

向けた情報発信を検討する必要があ

ります。

未利用者のうち、みか

ん号を「知っている」

と回答した方が74％、

「知らない」と回答し

た方が26％でした。
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＜令和７年度実証事業の実施計画＞ 

令和６年度実績及びアンケート結果を基に、以下の内容で地元との協議を進めている。 

 実証事業終了後は令和６年度及び令和７年度の２か年度の実証事業の結果に基づき有効性を

判断し、令和８年度以降の本格導入について検討を行う。本格導入にあたっては、既存の公共交

通との費用対効果の比較をはじめ、利用者数、利用の多い時間帯、稼働率、乗合率、乗換割引の

利用率などを総合的に勘案し、判断していく。 

 

〇地元との協議状況（令和７年５月時点） 

＜国の補助金について＞ 

令和６年度に引き続き、国土交通省の令和７年度「交通空白」解消等リ・デザイン全面展開プ

ロジェクトの共創モデル実証運行事業として採択を受けた。 

 

〇補助金の概要 

共創モデル実証運行事業は、交通を地域の暮らしと一体として捉え、その維持・活性化を目的

として、地域の多様な関係者の「共創」（連携・協同）による取組や「共創」を支える仕組みの構

築を支援する補助制度。 

 

・対 象 者：交通事業者等を含む複数の共創主体で構成される協議会や連携スキーム等 

  （「共創プラットフォーム」） 

・対象経費：①事業実施のための基礎データ収集・分析、協議会開催に要する経費 

②事業実施にあたり必要となるシステム構築、車両購入・改造に要する経費 

       ③実証事業に要する経費 

・補 助 率：2/3（上限 1億円）※本市の補助率（地域の類型に応じて補助率が異なる） 

  

〇本事業の共創プラットフォーム 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

〇今後のスケジュール 

R7・6 R7・7 R7・8 R7・9 R7・10 R7・11 R7・12 R8・1 R8・2 R7・3 

          

 

項目 市の考え（一部地元意見を反映済） 地元の意見 

運行範囲 

・令和６年度実証実験の運行範囲をベースと

して、オークワ鈴鹿高岡店、高木病院まで運

行範囲を拡大。（鈴鹿市への乗入れ） 

・既存路線のダイヤを確認のうえ、塩浜駅の時

間制限を一部緩和し、６：３０～１１：００、

１７：００～２０：００とする。ただし、土

曜日の塩浜駅への運行は終日行わない。 

市の考えに概ね同意。一部で商

業施設（日永カヨ―）や大型医療

機関（県立総合医療センター）、

鈴鹿市駅への運行を希望する意

見あり。 

運行日 平日に加えて、土曜日の運行 ― 

運行時間 
・平日（６：３０～２０：００） 

・土曜（９：００～１６：００） 
― 

車種・台数 

車種はワンボックス１台を平日終日運行と

し、平日９：００～１６：００に普通車を１台

追加。また、土曜日は普通車１台で運行する。 

― 

乗降場 

・自治会単位で設置場所を選定（警察等との協

議で設置できない場合を想定して多めに） 

・乗継拠点を活用するため、バスに乗り継ぐこ

とで行ける施設には乗降場を設置せず、乗

り継いでもらう。 

市の考えに概ね同意。一部で商

業施設（日永カヨ―）や大型医療

機関（県立総合医療センター）へ

の直通を希望する意見あり。 

新規乗降場を１０か所程度選

定。 

運賃 

・令和６年度と同額（１乗車３００円～４００

円のゾーン制）とし、運行範囲にオークワ鈴

鹿高岡店・高木病院を含め、南エリアとして

扱う。 

・免許返納者への割引の実施を検討する。 

・定期券または定額制の導入を検討する。 

一律料金（２００円または３０

０円）を希望。 

運行準備（運行体制やシステムの構築等） 

地元等との協議・連携 

実証事業の実施 

事業者選定 

広報活動・利用説明会の実施 

補助金の手続き（進捗状況の報告、事業完了実績の報告、補助金請求等） 


